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１．はじめに 

調査において、個々の設問内容が分かりに

くい場合やあいまいであった場合には、無回

答が増えてしまうことが知られている。また、

過度に対象者に負担をかける設問は、いい加

減な回答を招き妥当性を下げてしまう恐れも

ある。さらに長期的に見れば、パネルの調査

そのものへの参加・協力のモチベーションを

下げ、調査への応諾率が低下する原因ともな

り得る。 
心理測定においては、調査項目の信頼性と

妥当性を、繰り返し測定等によって担保する

が、一般的に、マーケティング・リサーチに

おける調査項目の修正・削除のための項目適

切性の判定は、①無回答率と②回答分布（多

峰性、一様性、極端な歪みや尖りがないか）

を考慮しつつ、調査実施者の専門的知識と調

査経験に基づき、総合的に判定する場合が多

い。そのため、判定が専門家の知識や経験に

過度に依存して行われ、客観性に欠ける場合

もある。判定基準として、無回答率や回答の

分布特性以外に、調査項目の適切性の判定や

特徴記述を繰り返し測定を行わずに出来れば

望ましい。 
ここで特に有望なのが、回答そのものでは

なく、回答に要した時間データによる判定で

ある。回答時間には、回答そのものからは得

ることが出来ない、対象者の回答時のためら

いや、思考の複雑さなどが反映されることが

見込まれるためである。 
本研究では、この調査回答時間を利用して、 

調査項目の分類と適切性の判定を行う調査設

計支援の方法論を検討し、各設問について考

察を行ったので、これを報告する。 
 

２．分析方法 

一般に、マーケティング・リサーチでは、

テスト等とは異なり、回答に「正解」がない。

そのため、正解率で問題の良し悪しを判定す

ることが出来ない。しかしながら、回答のた

めの反応時間という分析視点は、テストで扱

う課題と大きな違いがないと言え、教育工学

分野での研究が大いに参考になる。 
教育工学のうち特に e-テスティングを対象

とした分野では、所要時間分布に関する研究

は多い。本研究では、植野ら(1)が提案した、

推定が容易でパラメーターの解釈が可能な拡

張ガンマ分布モデルを利用して分析を行った。 
ただし、植野ら(1)はα-β平面によるテスト

問題の分類を提案しているが、実学的観点か

らみて、本研究のようにαとβの積で示され

る平均所要時間自体に大きな差がないものの

場合には使用しづらい。そこで、本研究では

この分類と供に、αβとα/βおよび To によ
る分類を提案、これを用いることとした。 

 
 
 
βが単一の問題解決にかかる時間であり、

αが繰り返しを示している。つまり、α×β

が最少所要時間 t0を差し引いた平均所要時間

を示す。 
ここで、α、β、γのパラメーター推定値は、 

 
 
 
 
 
t0 はデータの最少所要時間で、 は標本

平均、  は標本分散の推定値を示す。 
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なお、このモデルは、4 種のデータを用い
て、正規分布、対数正規分布、拡張ガンマ分

布、ワイブル分布による所要時間予測精度の

比較実験を行った結果、最も測定精度が良い

ことが示されている(2)。 
 
３．データ例 

以下の 2種類のwebレスポンスレイテンシ
ー評点尺度法（絶対評価法）で収集した設問

別の回答時間測定データに対して、拡張ガン

マ分布を当てはめてパラメーターを推定し、

各設問項目の分類とその解釈を行った。 
データ A：普段使用しているハミガキ剤に

対する調査（データ数=2855,設問数=101） 
データ B：5 種類の市販食パンに対する調

査（データ数=1610，調査数=設問数 7×商品
数 5=35） 
ただし、回答（反応）時間データは極端な

外れ値を含むため、データを標準化した際に

2σ外となったデータを外れ値として除外し
たものと対数変換後に 2σ外となったデータ
を除外したものの 2種類のデータを作成、そ
れぞれ分析した。（なお、分析データの測定単

位は msecである。） 
 

４．結果とまとめ 
 データAの標準化による外れ値処理データ
で求めたα、βでの調査項目の散布図と、α

β－α/βでの散布図、対数変換外れ値処理デ
ータのα―β散布図を図１~図３に示す。 
分析の結果、データ A およびデータ B のい

ずれにおいても、調査項目の特徴を拡張ガン

マ分布のパラメーターとして求め、分類する

ことが出来、実学的に有用な知見が得られた。  

特に、直感的に判定可能で複雑性の高くな

い項目と、十分に想起しないと回答できない

項目などが客観的指標として明確化できた利

点は大きい。 

本手法を応用することにより、マーケティ

ング・リサーチにおいても、回答時間測定に

よって、調査項目の分類と適切性判断が可能

であり、さらに、調査の実施半ばで、項目を

削除・変更することも可能であることが示唆

できた。 
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図 1.標準化外れ値処理データのα-β散布図 
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図２標準化外れ値処理データの      

αβ-α/β散布図 
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図３対数変換外れ値処理データのα-β散布図 
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